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Ⅰ 研究の概要

１ 研究主題

主体的に表現の工夫をして歌う生徒の育成

～〔共通事項〕を根拠につくりあげる合唱の指導を通して～

２ 主題設定の理由

情報化、国際化が進展する今日、子どもたちは、様々な情報に対応する力や多様な価値観の

中で自らを確立していくことが求められている。そのような中、確かな学力、豊かな心、健や

かな体の調和を重視する「生きる力」を育むことがますます重要になっている。

新学習指導要領では、前回と同様「生きる力」という理念が継続され、学校では「確かな学

力」を基盤とした「生きる力」を育むための指導の在り方が問われている。その中で、音楽科

ではすべての音楽活動の支えとなる指導内容をまとめた〔共通事項〕が設定された。〔共通事

項〕とは、音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受したり、音楽に関する用語や記号などについて音楽活動を通して理解するた

めに新たに示された内容である。これは、音楽科における生涯にわたって必要な基礎・基本と

なる学力であり、それらを基にして指導を行うことが充実した音楽活動につながるものである。

これまでも、音色・リズム・速度・旋律・強弱・形式・構成といった音楽を形づくっている

要素に関わる内容については、題材ごとの指導事項として挙げられていた。しかし、指導者側

の主観的な考えに頼った指導であったり、生徒が曲を聴いたり演奏したりして感じ取ったこと

や考えたことが、音楽を形づくっている要素を根拠とした思いであるということを意識付ける

指導がなされていなかったりした。そのため、生徒は自分の感じた思いや考えが、何となくそ

う思うといったような曖昧な形でしかとらえていなかった現状がある。

そこで、今回設定された〔共通事項〕を、指導目標や指導内容に明確に位置付けることで、

生徒が〔共通事項〕について理解し、それを根拠に感想を述べたり、表現活動に生かしたりし

ながら主体的に音楽活動に関わっていくことが求められるようになった。このことにより、思

考力、判断力を働かせて、思いや意図をもって表現したり、味わって聴いたりする力の育成が

期待できるものである。

研究実践校の宮崎市立大塚中学校では、教育目標を「心豊かで創造力のあるたくましい生徒

の育成」とし、日々の指導に取り組んでいる。生徒は落ち着いた態度で学校生活を送っており、

音楽の授業に関しては一生懸命に取り組む姿勢が見られる。特に本校が大変盛り上がる行事の

一つである、合唱コンクールにつながる歌唱の授業に関しては、意欲が高く、活動も熱心であ

る。

しかし、学級での練習の様子を見ていると、一生懸命取り組んではいるものの、互いにアド

バイスし合う場面での発言の内容が、音楽的な要素を基にしたものではなく、改善すべき点が

曖昧なまま、ただ何度も繰り返し歌ったり、大きな声が出ていればよいといったような表面的

な部分だけの練習になっている実態があった。それは指導する側が、演奏の変化が感じられる

のは、〔共通事項〕の働きによるものだということを意識して指導してこなかったためだと考

える。そのため、生徒は指導された通りに歌おうとはするが、主体的に歌い方の工夫を考えて
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曲を仕上げていこうという姿勢には至っていないという実態があった。

そこで、曲の感じや雰囲気が大きく変わるのは、音楽を形づくっている要素の働きによるも

のだということに気付かせ、それらの要素の働きに着目して表現の工夫をすることが、魅力あ

る演奏につながるということを実感させる必要があると考えた。また、音楽を形づくっている

要素に対する興味・関心をもたせ、その働きについて理解させることができれば、要素を基に

した具体的なアドバイスを交わし合う練習ができるようになるのではないかと考えた。そのこ

とにより、表現の工夫をする楽しさや魅力を感じるようになり、生徒が自ら工夫をして歌いた

いという気持ちが高まり、そのことが主体的な取組へとつながっていくものと考える。

本研究では、「主体的に表現の工夫をして歌う生徒の育成」を主題とし、副題を「〔共通事

項〕を根拠につくりあげる合唱の指導を通して」と設定した。

まず、〔共通事項〕についての理解と定着を切り口として、研究を行っていく。ただし、〔共

通事項〕については、様々な要素があるため、１年間の学習のみで理解と定着を図るのは難し

いと考え、３年間を見通した系統的な指導を図っていく必要があると考えた。本研究において

は、〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容を明確にすることで、〔共通事項〕につ

いての理解と定着を図りたい。

また、さらに次の３点について研究していくこととした。

(1) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫

(2) 比較聴取を用いて音楽を形づくっている要素の理解を深める指導方法の工夫

(3) 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫

以上の研究を推進していくことで、〔共通事項〕を根拠にして、自ら表現の工夫をして歌う

生徒が育成できると考える。そのことにより、音楽科の目標である豊かな情操を養い、生涯主

体的に音楽に関わっていく姿勢を育てることになると考え、本主題を設定した。

３ 研究の目的

生徒が主体的に表現の工夫ができるようにするために、〔共通事項〕を理解及び定着させる

指導方法や、音楽を形づくっている要素を活用する力を高めるための指導方法について究明す

る。

４ 研究仮説

〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容を設定し、それらの理解を深める指導や、

活用する力を高めるための指導の工夫を行い、明確な方針を基に指導を行うことで、〔共通事

項〕に対する理解が深まり、それを根拠にした表現の工夫ができるようになり、主体的に歌う

生徒が育つであろう。
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５ 研究の全体構想

大塚中学校教育目標

心豊かで創造力のあるたくましい生徒の育成

研究主題

主体的に表現の工夫をして歌う生徒の育成

～〔共通事項〕を根拠につくりあげる合唱の指導を通して～

検証授業Ⅰ 検証授業Ⅱ 検証授業Ⅲ

比較聴取を通して〔共通 パート練習を通して〔共 全体練習を通して〔共通

事項〕を定着させる指導 通事項〕への理解を高め 事項〕を活用する指導

る指導

研究内容

〔共通事項〕を根拠に、主体的に表現の工夫に取り組む生徒

(1)〔共通事項〕に (2)〔共通事項〕の (3)比較聴取を用いて (4)音楽を形づくっ

ついて３年間を 定着を図るため 音楽を形づくって ている要素を活

見通した指導内 の教具を用いた いる要素の理解を 用するための学

容の明確化 指導の工夫 深める指導方法の 習形態の工夫

工夫

研究仮説

〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容を設定し、それらの理解を深める指

導や、活用する力を高めるための指導の工夫を行い、明確な方針を基に指導を行うこと

で、〔共通事項〕に対する理解が深まり、それを根拠にした表現の工夫ができるように

なり、主体的に歌う生徒が育つであろう。

生徒の実態

授業には一生懸命取り組むが、〔共通事項〕に対する理解及び活用する力が十分では

なく、音楽を形づくっている要素を基にした表現の工夫をする力が身に付いていない。

そのため、自ら表現の工夫をして歌うのではなく、指導されたことだけを繰り返し歌っ

ている実態がある。
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６ 研究経過

月 研 究 内 容

４ 研究主題・副題の設定、研究計画の立案、理論研究、文献研究

５ 理論研究、文献研究、実態調査方法の検討（実態調査内容検討）

６ 理論研究、文献研究、実態調査（大塚中学校）及び分析

検証授業の指導案作成・教材作成 検証授業Ⅰ（大塚中学校）、事後研究

７ 検証授業Ⅰの分析、考察、まとめ

８ 検証授業Ⅰの分析、考察、まとめ、中間発表、検証授業Ⅱの指導案作成・教材作成

９ 検証授業Ⅱ（大塚中学校）、事後研究、検証授業Ⅲの指導案作成・教材作成

10 検証授業の指導案作成・教材作成、検証授業Ⅲ（大塚中学校）、事後研究

検証授業（３回分）分析・考察、理論研究、研究報告書の作成

11 理論研究、研究報告書の作成

12~2 研究のまとめ、研究報告書の作成、発表原稿作成

3 研究発表準備、研究発表

Ⅱ 研究の実際

１ 本研究についての基本的な考え方

(1) 研究主題のとらえ方

ア 「主体的」とは

本研究で考える「主体的」とは、教師から指導されたことをそのまま歌うだけでなく、

生徒が自分たちの納得する演奏を目指して歌おうとする積極的な姿勢ととらえる。

また、自分たちが納得できるまで、繰り返し歌ったり、違う歌い方を試したりしながら、

曲を仕上げていこうとしている姿も「主体的」ととらえる。

イ 「表現の工夫をして歌う」とは

音楽には幾通りもの演奏方法があり、様々な工夫をして演奏すると、曲の雰囲気や感じ

方に大きな違いが出てくる。その様々な工夫をする際に大きく関わるものが〔共通事項〕

である。楽曲の中に含まれている音楽を形づくっている要素に気付き、それを基に作曲者

の意図を解釈し、演奏者が自分なりの思いや意図をもって演奏することを「表現の工夫」

と考える。

そこで本研究では、〔共通事項〕に含まれる音楽を形づくっている要素を基にして、自

分なりの思いや意図をもって歌い方を考え、楽曲にふさわしい表現を求めて歌唱する姿を

「表現の工夫をして歌う」と定義する。
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主体的に表現の工夫をして歌う生徒

〔共通事項〕の定着

全体練習で考える表現の工夫

３年間を見通した 教具を用いた指導

指導内容 パート練習で考える表現の工夫 比較聴取

学習形態の工夫

個人で考える表現の工夫

音楽を形づくっている要素への理解

【資料１ 「主体的に表現の工夫をして歌う生徒の育成」を目指した指導のイメージ図】

２ 〔共通事項〕の認識に関する生徒の実態

〔共通事項〕についての研究を進めていく上で、音楽の要素に対する意識やこれまでの歌唱

活動の取組状況など、小学校での実態を把握する必要があると考え、調査を行った。

質問１．曲を歌うときに、どんなことに気を付けて歌っていましたか。あてはまるものにいくつでも○

をつけてください。

ア きれいな明るい声で歌おうとしていた

イ その曲のリズムやピアノ伴奏にのって歌っていた

ウ その曲に合った速さで歌うようにしていた

エ 高音と低音のメロディーが重なり合うおもしろさや楽しさ

を感じて歌っていた

オ その曲の雰囲気を感じて歌っていた

カ 楽譜に書いてある強弱記号に気を付けて歌っていた この他に気を付けていたことがあったら書

キ 歌う表情や姿勢に気を付けて歌っていた いてください。

ク 歌詞（言葉）に込められた思いを考えながら歌っていた ・息継ぎのタイミング ・口を大きく開ける

ケ 特に何も気を付けていなかった・・・この項目を選んだ生 ・友達の表情を見合いながら歌っていた

徒が７名いた。 ・気持ちを込めて歌っていた

質問２．高音と低音にわかれて練習するときに、上手になるために友達同士でお互いに教え合いをして

いましたか。 ・している・・・７名 ・していない・・・２２名

質問３．質問２で「していた」と答えた人に聞きます。どんな教え合いをしていたか、また、どんなこ

とを友達から教えてもらったかをくわしく書いてください。

・もう少し声を抑えた方がいい ・ここはこういう意味だからこんな風に歌うといい

・もう少し高い声で歌った方がいい ・ここをもっと強く歌った方がいい

対象：大塚中学校１年４組３０名（当日１名欠席） アンケートより抜粋

【資料２ 生徒への実態調査結果】
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【アンケートの考察】

質問１は、今まで要素に気を付けて歌っているかどうかを尋ねたものであるが、全体的にど

の項目も半数にも満たず、要素に対する意識はあまり高いものではないということがわかった。

質問２では、「教え合いをしていない」生徒が２２名という結果であった。「教え合いをし

ていた」７名の生徒の記述を見ると、強弱や音程などに気を付けて歌っていたことは見えてく

るが、本当に〔共通事項〕が音楽活動において大事なものだという意識をもって教え合いをし

ていないのではないかという課題が明らかになった。

そこで本研究において、合唱の活動を通して〔共通事項〕の定着を図り、音楽の要素への理

解を深め、活用する力を付けていく指導を進める必要がある。そのことにより、教え合いの視

点を明確にもつことができるようになって、教え合いの内容が深まり、主体的に取組む姿勢に

つながっていくものと考えた。

３ 研究内容

(1) 〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容の明確化

〔共通事項〕には、音色、速度、リズム、旋

律、強弱、形式、構成、調といった音楽を形づ 音色

くっている要素がある。これらの要素は、生徒 速度 旋律

が生涯のうちに出会う多様な音楽を理解するた

めの重要な窓口となり、それらを知覚し、その リズム 〔共通事項〕 強弱

働きが生み出す特質や雰囲気を感じ取ることは

音楽活動における最も基礎的な能力となる。 形式 調

そこで、学習の深化を図るという点から、各 構成

学年における系統立てた指導の方針が必要であ

ると考え、観点別評価の４つの観点を基に、学

年ごとの指導内容を整理することとした。これにより、３年間を見通し、一貫した指導方針

の基で〔共通事項〕を習得し、活用力を身に付け、自ら表現の工夫を意欲的に探究していく

生徒を育成していくことができると考えた。

ア 〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容〈歌唱活動〉

〔共通事項〕についての指導内容 指導によって求める生徒の姿

① 〔共通事項〕への興味・関心をもたせる。 ○ 音楽を形づくっている要素について興

味・関心をもって歌唱活動に取り組んで

第 いる。

１ ② 音楽を形づくっている要素の名称を覚えさせ ○ 音楽を形づくっている要素名を覚え、

学 る。また、要素の働きについて理解し、その生 その働きに気付き、要素が生み出す特質

年 み出す特質や雰囲気を聴き取らせる。 や雰囲気を感じ取っている。

③ 楽曲の中にちりばめられた、音楽を形づくっ ○ 自分たちで考えた表現の工夫をしなが

ている要素に気付かせ、表現の工夫をして歌わ ら楽しんで歌っている。

せる。
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① 〔共通事項〕への興味・関心を高める。 ○ 興味・関心をもって、音楽を形づくって

いる要素に気付くことができる。

第 ② 音楽を形づくっている要素の名称とその働き ○ 楽譜の中の要素に自分たちで気付くこ

２ についての理解を定着させ、活用する力を高め とができる。そして、音楽を形づくって

学 表現の工夫に生かすようにさせる。 いる要素と関連させながら表現の工夫を

年 考えて歌っている。

③ 楽曲の中にちりばめられた要素をどのように ○ 自分たちで考えた表現の工夫が、楽曲

工夫して歌うと、効果的になるかを考えて歌わ の中で効果的に生かされているか聴き取

せる。 ることができる。

① 〔共通事項〕への理解を定着させる。 ○ 音楽を形づくっている要素に気付き、

聴き取ることができる。

② 音楽を形づくっている要素の名称とその働き ○ 自分たちが伝えようとする思いを音楽

第 についての理解を定着させ、活用する力を身に を形づくっている要素に託して表現して

３ 付けさせる。その上で、表現の工夫に生かすよ いる。また、自ら表現の工夫に積極的に

学 うにさせ、合唱の魅力を味わわせる。 取り組むことで、歌唱表現を深めていく

年 喜びを味わうことができる。

③ 楽曲の中にちりばめられた要素をどのように ○ 音楽を形づくっている要素を活用して

工夫して歌うと、効果的になるかを考えさせ、 表現を工夫し、その曲にふさわしい歌い

その曲に合った歌い方で歌わせる。また、自分 方で歌うことができる。

たちの工夫したことが要素を生かしたものにな

っているかを聴き取らせ、改善させる。

イ 指導案における３年間を見通した指導内容の位置付け

指導案の指導計画の中に、３年間を見通した〔共通事項〕についての指導内容を明記し、そ

の時間でのねらいを明確にして、それを基に観点別評価の観点を設定した。

本研究における検証授業（第１学年）指導計画（全１０時間）

重点的に ３年間を 観点別評価の観点

時間 指導する 見通した

〔共通事項〕指導内容
音楽への関心･意欲･態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能

１ ○音楽の要素につ 強弱 速さ ① 音楽を形づくっ 曲の雰囲気の変化

いて理解する。 拍子 音色 ② ている要素の働 を感じ取ってい

・比較聴取 調 リズム きについて、興 る。

・感じ取ったこ 和音 味・関心をもっ

との意見交換 ている。

2~6 ○パート練習をする。リズム ② 音楽を形づくっ 「音楽のキセキＢ 「音楽のキセキ

・音取り 音色 強弱 ③ ている要素を積 ｏｘ」をヒントに Ｂｏｘ」をヒン

・歌い方の工夫 極的に見つけよ 音楽を形づくって トに音楽を形づ

・表現の工夫に うとしている。 いる要素を活用し くっている要素

ついての話合い て、曲想との関わ を活用した歌い

りも考えながら、 方を習得して自

学 習内 容 及 び

学習活動
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歌い方の工夫をし 分のパートの旋

ようとしている。 律を歌っている。

7~ 10 ○全体練習をする。 強弱 調 ③ 自分たちで考え 各パートから出 歌詞や曲想と、

・表現の工夫 和音 速度 た要素に関する された考えや意 音楽を形づくっ

・録音聴取 考えを積極的に 見を基にどの歌 ている要素との

・仕上げ 発表している。 い方がこの楽曲 関わりを考えた

に合っているか 歌い方を習得し

を考えながら、 て、歌っている。

表現の工夫をし

ようとしている。

(2) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫

生徒は、要素について聴覚によって感じ取ることができ

たとしても、その名称についてすぐに何であるか判別でき

ない実態があった。そこで、要素名のカードを作成し、常

に授業の中で掲示したり、提示したりして、感じ取ったも

のと名称が一致できるようにした。そして、それらを〈音

楽のキセキＢｏｘ〉の中に入れておき、自由に生徒が授業

の中で活用したり、表現の工夫における指針としたりする

ことで、要素への定着を図ることができるようにした。指

導に当たっては、３回の検証授業で、継続して毎時間活用

した。

この教具の活用により、音楽の要素が生徒の中で重要な

ものとして意識付けられることと、この教具を使って音楽

を形づくっている要素を活用する力を高めていくことをね 〈音楽のキセキＢｏｘ〉

らいとした。

(3) 比較聴取を用いて音楽を形づくっている要素の理解を深める指導方法の工夫

要素が曲の雰囲気や変化に大きく関わっていることや、曲に含まれている要素の働きの

理解を深めるためには、同じ楽曲について対照的な演奏で聴き比べることが必要であると

考えた。そこで、１年生の段階としては、曲の中の要素に気付いて表現の工夫につなげる

ことを目的として、次のような比較聴取を授業に取り入れた。

ア 「強い」と「弱い」、「長調」と「短調」などのように、２つの相反する要素を比

較して聴く。

イ 歌い方の工夫をする前と後の演奏を聴き比べる。

ウ 練習の中で、個人やパートから出てきた意見を歌い比べる。

以上の比較聴取を行うことで、音楽を形づくっている要素の理解を深めていきたい。
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(4) 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫

主体的に表現の工夫をするためには、一人一人が楽曲への考えや思いをもつことが必要

である。そこで、次のような学習形態の工夫を行った。

ア 歌い方の工夫について、要素を基にした自分なりの考えをもたせる場の設定

イ 工夫する要素について、歌いながら試していく場の設定

ウ パートで試した要素の工夫を全体練習で生かす場の設定

以上のような学習形態の工夫により、生徒が音楽を形づくっている要素を基にした自分

の考えに自信をもったり、友達の考えを聞いて新しい視点に気付いたりすることで、要素

を活用する力を高めていくことにつながると考えた。

４ 授業実践による検証と考察

(1) 検証授業Ⅰ（大塚中学校第１学年 平成２２年６月２９日実施）

ア 授業設定の意図

初めて混声３部合唱を学習する第１学年の段階で、要素の名称とその働きについて理

解させたいと考えた。合唱曲には様々な要素が含まれており、それらの働きを理解して

表現の工夫をすることが、合唱の魅力を味わい、主体的な取組につながると考え、授業

を構成した。

イ 授業のねらい

・ 興味・関心を高める教具を用いた指導で、〔共通事項〕についての定着を図る。

・ 要素の比較聴取を通して、〔共通事項〕に対する意識をもたせる。

・ 〔共通事項〕への興味・関心を高め、活用する力につなげていけるようにする。

ウ 授業での〔共通事項〕の指導に関する学習活動や教師の手立て

〈本時の目標〉
○ 音楽を形づくっている要素に気付いて、その雰囲気の違いを感じ取ることができる。

学習内容及び学習活動 指導上の留意点

３ 本時の目標を確認する。 ○ 〈音楽のキセキＢｏｘ〉 〔共通事項〕への
を紹介し学習への興味をも 興味・関心を高め
たせるようにする。 る教具の提示

展 音楽がつくられている要素に気付いて、それぞれの違
いを感じ取ろう。

４ 音楽を形づくっている要 ○ 違いをわかりやすく聴き
開 素を比較して聴き、その違 取らせるために、「メリー 比較聴取させ、

いを感じ取る。 さんの羊」の曲を用いるこ 〔共通事項〕へ
・ 要素ごとに、比較聴取 とで、よく知っている曲が の意識をもたせ
する（強弱、速さ、拍子、 どのように変わっていくの る手立て
音色、調、リズム、和音） かをわかりやすくさせる。



3-10

エ 授業の分析と考察

(ｱ) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫

〈音楽のキセキＢｏｘ〉を使って、要素を

一つずつ取り出して提示していくことで、７

つの要素名を視覚的に印象付けることができ

た。授業後のアンケートでは、「ある程度覚

えた」生徒も含めると、ほとんどの生徒が要

素名を「覚えた」と答えており、この教具を

用いた指導により、要素の名称の定着を図る

ことができた。 【資料３ 要素の定着度】

(ｲ) 比較聴取を用いて音楽を形づくっている要素の理解を深める指導方法の工夫

７つの要素を「速い・遅い」「強い・弱

い」などの対照的な形で用いて【楽譜１】

の曲を変化させて比較聴取を行い、要素に

よる曲の雰囲気や感じ方の違いをわかりや

すく聴き取ることができるようにした。

まず、比較聴取から自分が感じたことな 【楽譜１ 「メリーさんの羊」】

どを書かせた後、隣同士で意見交換させ、

自分と同じ考えや自分の気付かなかった考

えに触れることで、要素による曲の変化に

気付くことができた。

その結果、要素によって曲の雰囲気や感

じ方が変わることがわかり、〔共通事項〕

への理解を深めることにつながった。また

授業後の生徒の感想からは、要素に対する 【資料４ 要素による曲の雰囲気や

興味・関心が高まり、音楽活動において要 感じ方の違いへの理解】

素が大切なものであることに気付いたことがうかがえた。

授業後の生徒の感想

・ 要素に気を付けながら歌っていきたいと思った。

・ いろんな要素を習ったので、１回でもいいから使ってみたい。

・ ７つの要素を考えながら歌うだけであんなに変わるとは思わなかった。これからは７つの要

素のことを考えながら歌いたい。

(2) 検証授業Ⅱ（大塚中学校第１学年 平成２２年９月２７日実施）

ア 授業設定の意図

要素によって歌い方の工夫をする前と後の演奏の比較聴取を行い、検証授業Ⅰで学習

した〔共通事項〕への意識をさらに高めていくこととした。

また、要素を活用する力を高めていくために、一人一人が要素を基にした考えをもっ

て、それをパートで出し合い、歌い合いながら練習を進めることにした。

４７ ５０ 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

７つの要素の名前を覚えたか

覚えた ある程度覚えた あまり覚えてない

86 14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

音楽の雰囲気や感じ方が変わることが
分かったか

分かった ある程度分かった よく分からなかった
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イ 授業のねらい

・ 〔共通事項〕の定着を図り、要素への意識を高める。

・ 要素を基に工夫した演奏の比較聴取を通して〔共通事項〕の働きを理解させる。

ウ 授業での〔共通事項〕の指導に関する学習活動や教師の手立て

〈本時の目標〉

○ 音楽をつくっている要素を使って、自分のパートの旋律を工夫して歌おう。

学習内容及び学習活動 指導上の留意点

２ 音楽の要素を使った表現の工 ○ ビデオに録音していた生徒の 〔共通事項〕の定

導 夫の例を知る。 歌い方と「リズム」と「音色」 着を図る手立て

を意識した教師の歌い方とを比

入 較させ、音楽の要素により、歌

い方が変わることを実感として

とらえさせる。

５ 歌い方の工夫をする前の演奏 ○ 歌い方の工夫をする前の演奏 〔共通事項〕への

を聴き合う。 をお互いに聴き合い、工夫した 理解を深めるため

展 ・ 他のパートの演奏を聴き、 後の演奏と比較させる。 の手立て

気付いたことを書く。

開 ６ パート練習をする。 ○ 出てきた意見を実際に歌って 〔共通事項〕を活

・ 考えた工夫を実際に歌って 比較しながら、どのような歌い 用するための学習

練習する。 方がふさわしいかを追究させる。 形態の工夫

ま ７ 歌い方の工夫をした後の演奏 ○ 他のパートの工夫点について 〔共通事項〕への

と を聴き合う。 共感させたり、新しい視点に気 理解を深めるた

め ・ 最初の演奏と比較して評価 付かせたりして、音楽の要素へ めの手立て

を行い、発表する。 の理解を深めさせる。

エ 授業の分析と考察

(ｱ) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫

検証授業Ⅰで学習した７つの要素

のカードを提示し、その働きについ

て復習した。そしてその後、それら

の要素を使って生徒が考えた歌い方

の工夫を〈音楽のキセキＢｏｘ〉に

挿入し、それが歌い方の工夫をする

際のヒントとなっていくようにした。

【資料５ 要素を基に考え出された歌い方の工夫】
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(ｲ) 比較聴取を用いて音楽を形づくっている要素の理解を深める指導方法の工夫

要素を基にした歌い方の工夫をする前と後の演奏

の比較聴取を行った。今回は、変化が一番聴き取り

やすい【楽譜２】の部分の表現の工夫に取り組んだ。

聴く視点をその部分に大きく関わる「リズム」と「音

色」に絞って聴かせたことで、生徒は演奏の変化に

気付きやすくなり、要素を基にして工夫することに

よって、演奏が変わるということを実感をもって聴 【楽譜２ 「マイバラード」より】

き取ることができていた。

「リズム」と「音色」それぞれの

要素の特徴をつかんでいる。

具体的な演奏の変化をとらえて

いる。

例えば、上記のように、練習前には「音色」

について「ガラガラした声だった」と感じて

いるが、演奏後には「一音一音を大切に歌っ

ていた」と要素を基に工夫した演奏の変化に

気付くことができている。

また、授業後のアンケートからも、演奏が

変わったことを聴き取ることができていると

いう結果であった。その理由として、以下の

ような記述が見られ、演奏の変化が要素を基 【資料６ 要素による演奏の変化の

にしたものであるということを理解して感じ 聴き取り】

取ったことがわかった。これらのことから、

工夫する前と後の演奏を比較聴取する手立てにより、演奏の変化を聴き取ることがで

きたと考える。

演奏が変わったと思った理由

・ 「リズム」と「音色」を使って歌い方を工夫したから。

・ 前回より声が大きくなっていて、リズムにものっていたから。

・ みんなが要素に気を付けて歌えたから。

・ 「リズム」と「音色」を使ってみんなが考えた意見を使って歌うことができたから。

58 42

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要素で工夫してパートの演奏が変わったか

大きく変わった 変わった部分もあった あまり変わらなかった
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(ｳ) 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫

パート練習において一人一人が主体的に取り組めるように、まず個人で「リズム」

と「音色」を基にした歌い方の工夫を考える場の設定を行い、自分なりの考えをもた

せた後、パート練習に臨ませた。パート練習ではそれぞれの意見を出し合い、どの歌

い方がふさわしいのかを歌って確かめながら考えさせた。【資料７】のように個人の

考えがパート練習で生かされ、さらに深まった考えとして記述されていることから、

一人一人が要素を基にした考えをもってパート練習に生かしていくという学習形態は

有効であった。

《個人で歌い方の工夫を考える様子》

《パート練習で考えた工夫を記録する様子》

【資料７ 生徒が考えた工夫の一例】

さらに、ほとんどの生徒がパート練習によ

り歌い方の工夫を考えることができたという

結果が得られた。「意見の通りに練習したら

歌が何倍もよくなった」「みんなで話し合っ

てみると、よくした方がいいという点がたく

さん出てきた」といった感想が聞かれたこと

からも、個人から小集団へと考えを広げてい

く中で、要素を活用していく力が高まってい

ったと考える。 【資料８ パート練習の成果】

(3) 検証授業Ⅲ（大塚中学校第１学年 平成２２年１０月１９日実施）

ア 授業設定の意図

検証授業Ⅰ・Ⅱで学習してきた〔共通事項〕を全体練習の中で活用していく授業を行

った。今回は、要素が多く含まれており、工夫した後の変化がわかりやすい部分を取り

上げ、表現の工夫を行った。自分たちで出し合った意見を歌って確かめながら、納得で

きる演奏を追究していくように進めることにした。

イ 授業のねらい

・ 音楽を形づくっている要素を活用する力を高める。

・ 音楽を形づくっている要素を基にした歌い方の工夫に主体的に取り組ませる。

67 33

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パートで歌い方の工夫を考えることができたか

大変よくできた よくできた あまりできなかった
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ウ 授業での〔共通事項〕の指導に関する学習活動や教師の手立て

〈本時の目標〉

○ ４組らしい「マイバラード」にするために、歌い方の工夫を考えて歌おう。

学習内容及び学習活動 指導上の留意点

１ 前時の学習を振り返る。 ○ 前回パートごとに考えた歌い

導 ・ 「リズム」と「音色」の要 方の工夫を〈音楽のキセキＢｏｘ〉 〔共通事項〕

入 素を使って歌い方の工夫をし を用いて振り返らせ、賞賛しな の定着を図る

たことを確認する。 がら本時の意欲へとつなげる。 手立て

３ 全体練習で「とどけあいのメ ○ 自分たちで出し合った意見を

ッセージ」の部分の表現の工夫 歌いながら確かめさせ、歌い方 〔共通事項〕を

展 をする。 の工夫を習得し、演奏できるま 活用するための

で意見を出させる。 学習形態の工夫

開 ４ 録音して、演奏が変化してい ○ 自分たちの工夫したことが演

るかを聴く。 奏の中に生きているかを聴かせ 〔共通事項〕を

ることで、表現の工夫を深めさ 活用するための

せる手立てとする。 学習形態の工夫

エ 授業の分析と考察

(ｱ) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫

〈音楽のキセキＢｏｘ〉を引き続き活

用して、その中に含まれる要素を使って

歌い方の工夫をさせるようにした。【資

料９】は、〈音楽のキセキＢｏｘ〉から取

り出した要素を基に、生徒が歌い方の工

夫を考えている過程の板書の一部である。

掲示されている要素は、生徒が工夫をし 【資料９ 歌い方の工夫を考えた板書】

たい部分に使うと演奏が変わるのではな

いかと考え、〈音楽のキセキＢｏｘ〉から

取り出したものである。例えば、強弱に

も様々なものがあり、生徒は自分たちが

求める歌い方にふさわしい要素はどれな

のかを考えていた。その際、自分たちの

考えに自信がもてなかったり、様々な意 【資料１０ 要素を活用して工夫したことを

見が出てきたときには、〈音楽のキセキＢ 発表する活動】

ｏｘ〉を示し、要素を基にして考えてい

くことを確認させた。生徒は、楽譜から様々な曲想を見つけ出し、要素と照らし合わ

せながら歌い方を考えるようになった。また、多くの生徒が要素を基にした考えを発

表できたと評価していることから、〔共通事項〕の定着が図られたと考える。

52 38 10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要素を使い歌い方の工夫を考え、
発表できたか

大変よくできた よくできた あまりできなかった
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(ｲ) 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫

要素を意識せずに、全体でただ合わせて歌う練習ではなく、今回はどの要素を用い

れば演奏が変わるだろうかということを生徒自身に考えさせ、それを全体の場で出し

合って、意見を交わし合い、歌い合いながら練習を進める形態をとった。出てきた意

見は実際に歌って確かめて、自分たちが納得できなければ再度考え直すようにした。

授業では【資料１１】のように、男子と女子の意見がわかれ、お互いに「こういう風

に歌いたい」という思いがあり、何度も歌いながら確かめて練習する姿が見られた。

今まで一貫して音楽の要素を基にした授業を進めてきたことで、生徒は自分の考えに

自信をもって主張できるようになったと思われる。自分たちの演奏を客観的に聴き、

表現の工夫に生かすために録音を行ったが、１回だけの録音だったので、さらに回数

を重ねれば表現の工夫に生かすことができたのではないかと考える。

「速度記号が違うから速さを

考えて歌ったらいい」

要素を使って

「最後は、クレシェンド（＜） 考えた歌い方

して終わりたい」 が各パートか

ら出され、そ

れぞれがこん

「最後は小さくして終わりたい。 な風に表現し

ピアノ（ｐ）からデクレシェン たいと主張し

ド（＞）して、ピアニッシモ（ｐｐ） ている。

で終わりたい」

「真ん中辺りをふくらませて、

デクレシェンド（＞）して終

わったらどうだろうか」

【資料１１ 全体練習で意見を交わし合う様子】

５ 研究内容の分析と考察

(1) 〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容の明確化について

第１学年の〔共通事項〕についての指導内容を基に、次のように評価方法を定め、指導案

の中の評価の視点につなげていった。これにより、評価と指導内容を一体化することが〔共

通事項〕についての指導内容を明確にした指導につながると考えたためである。
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〈検証授業Ⅲにおける指導内容と評価のつながり〉

〔共通事項〕についての指導内容

① 〔共通事項〕への興味・関心をもたせる。

第 ② 音楽を形づくっている要素の名称を覚えさせる。また、

１ その働きについて理解し、その生み出す特質や雰囲気を

学 聴き取らせる。

この指導内容を基に 年 ③ 楽曲の中にちりばめられた、音楽を形づくっている要

観点別評価の観点を 素に気付かせ、表現の工夫をして歌わせる。

作成

〈指導計画〉

３ 年 間 観点別評価の観点
重点的に

を 見 通
学習内容 指導する

し た 指
音楽への 音楽表現の 音楽表現の

〔共通事項〕
導内容

関心･意欲･態度 創意工夫 技能

○全体練習 強弱 調 ③ 自分たちで考えた 各パートから出され 歌詞や曲想と、音

をする。 和音 速度 要素に関する考え た考えや意見を基に 楽を形づくってい

・表現の工夫 を積極的に発表し どの歌い方がこの楽 る要素との関わり

・録音聴取 ている。 曲に合っているかを を考えた歌い方を

・仕上げ 考えながら、表現の 習得して、歌うこ

工夫をしようとして とができる。

いる。

〈指導案〉

学習内容及び

学習活動
指導上の留意点 評価の視点

３ 全体練習で「とどけ ○ 音楽の要素を基に考えさせること 音楽の要素を基に、歌い方の工夫

あいのメッセージ」の で要素を活用する力を定着させる。 を考えて表現することができた。

部分の表現の工夫をす ○ 生徒から出た意見を基に考えが広

る。 がっていくように、板書をして視覚 観点別評価の観点の

でとらえるようにする。 「音楽表現の技能」

○ 自分たちで出し合った意見を歌い から本時の評価の視

ながら確かめさせ、歌い方の工夫を 点を定めた。

習得し、演奏できるまで意見を出さ

せる。
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このように、３年間を見通した指導

内容を指導計画に位置付け、それを基

にした評価の視点を設定することによ

り、教師が常に〔共通事項〕の指導内

容をポイントにもちながら指導の工夫

を行うことができた。また、授業後の

生徒の記述からも、要素に対する意識

の変化が見られ、生徒が自ら工夫しよう 【資料１２ 生徒が自ら工夫しようとする

という気持ちを高めることができた。 気持ちの高まり】

・ 今まで「音楽の要素」に注意していなかったので、注意

すればこんなによくなるんだと思いました。 演奏を変化させるために

・ 「音楽の要素」を使って歌えば、普通に歌ったときより 要素が必要なものである

もかなり違うことが分かった。 という意識の変化が見ら

・ 今までは歌っていても、あんまり何も意識して歌ってい れる。

なかったけど、「音楽の要素」を考えて歌うと曲の雰囲気と

かが変わっておもしろいなと思いました。

・ 自分たちで工夫して、自分たちでつくって、自分たちで 〔共通事項〕を活用し、

歌うのはとても楽しかったです。これからも要素を思い出 自ら表現の工夫ができた

して歌いたいと思います。 という達成感を味わって

いる。

学習指導要領では、〔共通事項〕は単独で取り上げるべきではないと明記されてあ

るが、今回、中学校の音楽活動の入口として〔共通事項〕とは何かということについ

て学習したことで、要素を基にした考えをもち、要素を活用して歌い方の工夫をする

ことにつながった。

以上のことから、３年間を見通した指導内容を明確にして指導を行うことは有効で

あったと考える。

(2) 〔共通事項〕の定着を図るための教具を用いた指導の工夫について

教具を用いて〔共通事項〕を定着させる指導の

工夫を行った結果、３回の検証授業後の調査で、

９割の生徒が７つの要素名を正しく書くことがで

きた。このことにより、要素名の定着は図られた

と考える。また、ほとんどの生徒は曲の中の要素

に気付くことができるようになったと答えてい

た。 【資料１３ 要素名の定着度】

80 20

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要素で歌い方を工夫しようという気持ちが高

まったか

とても高まった 少し高まった あまり高まらなかった

70 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「音楽のキセキＢｏｘ」の中の要素を覚えているか

７つ全部書けた ６つ～４つ 全く書けない
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下記のように、要素が音楽活動を行う上で大事

なものであるという意識の変化がわかる生徒の感

想や、これらの要素を使って練習しながら学習に

取り組んでいたことがわかる具体的な記述も見ら

れたことから、教具を用いた指導を行ったことに

より、〔共通事項〕の定着を図ることができた。

【資料１４ 要素への気付き】

この中に入っていた要素 「音楽の要素」の１

を使うだけで４組の歌い つでも歌い方を工

方がすごく変わりました。 夫すればよくなる

要素はとても大切なもの んだなあと思いま

なんだと思いました。 した。

具体的な要素名を使

って、歌い方を考え

ている。

【資料１５ ３回の検証授業後の生徒の記述】

(3) 比較聴取を用いて音楽を形づくっている要素の理解を深める指導方法の工夫について

検証授業Ⅰでは、要素の対照的な形での

比較聴取、検証授業Ⅱでは、要素により表

現の工夫をする前と後の演奏においての比

較聴取、検証授業Ⅲでは、様々な表現の工

夫を歌い比べ聴き合う練習を行った。その

結果、検証授業ⅡからⅢにおいて、「演奏

が変わった」と感じている生徒が８割以上

に増加した。これは、比較聴取により、要

素への意識が高まり、要素が演奏を大きく 【資料１６ 演奏の変化への気付き】

変化させることを理解したためと考える。

また、生徒の記述から、自分たちで比較聴取を取り入れて練習をしたことがうかがえた。

要素を基にして歌い 一度歌って、変えた方が 一人一人がよく考え、「ここをこうするともっと

方を比べながらよい歌 いいところは変えて、の いいんじゃない」というふうにして歌い方を工夫

をつくることができた。繰り返しを何回もして練 しました。そして工夫した部分を何回も歌いまし

習した。 た。

【資料１７ ３回の検証授業後の生徒の記述】

このことから、比較聴取の指導を授業に取り入れたことは、音楽を形づくっている要素

への理解を深めていくことに有効な手立てとなることがわかった。

37 60 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

曲の中の要素に気付くことができるようになったか

気付くようになった 少しは気付くようになった まだよくわからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅱ

検証授業Ⅲ

要素を使って歌い方の工夫をした結果

演奏が変わったと思うか

大きく変わった 変わった部分もあった あまり変わらなかった
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(4) 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫について

個人からパートへ、そして全体へという流れでの練習の中で、まず個人で考える時間の

設定を行い、要素を基にどのような表現の工夫ができるかを考えさせた。そして、個人の

意見をパート練習へ生かすようにし、パート練習で考えたことを全体練習に生かしていく

という学習形態の工夫により、要素に対

する理解が深まり、活用する力が付いて

いったと考えられる。

【資料１８】からは、お互いの考えを出

し合い、歌って確かめながら進めていくこ

とにより、友達の意見から気付いたことが

多くあったことがわかった。特にパート練

習が中心となった検証授業Ⅱでは全員の生 【資料１８ 友達の意見からの気付きや発見】

徒が「気付いたことや新しい発見があった」

と答えていた。小学校でのアンケート結果

と比べてみると、教え合いの練習の割合が

大幅に増えていた。また、生徒の意見から

も、要素を基にする大切さや、要素を使っ

て練習するよさを理解している感想もあ

り、お互いの考えを出し合いながら練習を

進めていく形態は有効であった。 【資料１９ 教え合いの練習の変化】

要素が練習の中

で使われている

ことがわかる。

要素を基にして

話し合って工夫

しようとした姿

が見られる。

自分にはなかった

視点に気付いたこ

とがわかる。

【資料２０ ３回の検証授業後の生徒の記述】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

検証授業Ⅲ後

友達と教え合いながら練習をしていたか

していた していない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅰ

検証授業Ⅱ

検証授業Ⅲ

友達の意見から気付いたことや新しい発見があったか

あった あまりなかった
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Ⅲ 研究の成果と課題

１ 成果

○ 〔共通事項〕を根拠にした合唱の指導を展開することにより、音楽を形づくっている要素

に対する意識が高まり、生徒自らが要素を活用して表現の工夫に取組むことができた。

○ 教具を用いた指導の工夫により、〔共通事項〕の定着を図ることができ、それにより音楽

を形づくっている要素を基にした歌い方の工夫を考えることができるようになった。

○ 比較聴取する手立ては、生徒に音楽を形づくっている要素による曲の変化に気付かせるこ

とができ、さらに要素への理解を深めることができた。

○ 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫を通して、生徒は自分の考え

に自信をもつことができたり、自分にはなかった新しい視点からの考えに気付くことができ

たりしたことで、要素を活用する力を高めることができた。

○ 〔共通事項〕について、３年間を見通した指導内容に沿って指導に当たることで、ねらい

を明確にした授業を進めることができ、学年の発達段階に応じた系統的な指導をすることが

できた。

２ 課題

○ 今回は、１年生のみを対象とした検証授業であったが、今後２・３年生の指導においても

「〔共通事項〕について３年間を見通した指導内容」の系統的な指導を実践し、この指導内

容を検証していく必要がある。

○ 教具を用いた指導の工夫を行ったが、今後も引き続き教具の工夫を行い、要素に対する意

識を高め、表現の工夫に活用できるものにしていく必要がある。

○ 音楽を形づくっている要素を活用するための学習形態の工夫の中で、個人の思いや歌い方

の工夫を考える時間を十分に確保したり、多様な個人の意見を生かしたパートや全体練習の

工夫をしたりすることで、要素への理解や活用する力をさらに高めていく。
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